
分かりやすい薄板の構造設計  初版正誤表 

  

まえがき 3 行目 

 誤 「分かりやすい技術紹介として」掲載された… 

 正 「分かりやすい技術紹介」として掲載された… 

 

ｐ15 式(1-18)   

誤               正 

 

P86 13 行目 

 誤 …となります。(4-10)式の𝜆∗を第 1 章の(1-18)式に代入すれば 

 正 …となります。第 1 章の(1-18)式に対応して 

 

p89  図－4.15    

     誤              正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P95 下 9 行目 2 版に追記 

   ［注 4.2］ 材料の弾性限界を𝛼𝜎𝑦とした時の諸耐力式(4.5) 

比例限応力度を𝛼𝜎𝑦
∗とすれば、弾塑性座屈耐力𝜎𝑐𝑟

∗ はパラボラ近似により次式と 

なります。 

       𝜎𝑐𝑟
∗ = 1 + (𝛼 − 1)(𝜆∗/𝜆𝑒

∗ )2                              (T4-1) 

ここに𝜆𝑒
∗は弾性限界幅厚比で、次式で表されます。 

     𝜆𝑒
∗ = √0.9/𝛼                                          (T4-2) 

又座屈後耐力𝜎𝑢
∗は塑性限界幅厚比を𝜆𝑝

∗とすれば、次式となります。 

     𝜎𝑢
∗ = 𝜆𝑝

∗ /𝜆∗                                           (T4-3) 

 

𝜎𝑐𝑟
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𝜎𝑐𝑟
∗ = −

1

3.6
𝜆∗2 + 1 
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∗    

 



                                                              (T4-4) 

アルミニウム合金では 𝛼 = 0.5、鋼材では 𝛼 = 0.6を代入します。  

 

P131 下 7 行目 

  誤 表-1 参照 

  正 表-5.1 参照 

 

P175  (6-49)’式                           

    誤                正 

   

P196 図 7.6 (d) (e) (f) 

 誤 (d)HP3 試験体(W)  (e)HP3 試験体(W)  (f)HP3 試験体(W)     

 正 (d)HP4 試験体(W)  (e)HP5 試験体(W)  (f)HP6 試験体(W)     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     𝑘′ =

4
3

(4 +
3

𝛽2)

[1 + (4.33 + 3/𝛽2)]𝜂𝑉
            𝑘′ =

4
3

(4 +
3

𝛽2)

1 + [4.33 + 3/𝛽2]𝜂𝑉
                

 


